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桜　井　和　子　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11

　１．小中学校のエアコン設置について

　２．「重いランドセル解消」の対策について

　３．ランドセルの無償配布について

猿　田　正　純　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12

１．公共下水道の進捗状況と今後の計画について

２．町道2256号線拡張工事の要望書について

３．常北小について

藤　咲　芙美子　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13

１．東海第二原発再稼働について

２．病院建設について

加藤木　　　直　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14

１．地域おこし協力隊について

２．荒廃遊休農地について

河原井　大　介　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15

１．学校給食センターについて

２．公共交通である路線バスについて

３．倒木処理について

４．イノシシ対策について

町
政
を
問
う

一般質問今回５名が質問し、
その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。
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桜

井　

補
正
予
算
に

設
計
費
が
計
上
さ
れ
た

が
、
来
年
の
夏
に
間
に

合
う
か
伺
う
。

町

長　

暑
く
な
る
前

に
、
小
中
学
校
全
て
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
完

了
さ
せ
る
た
め
、
教
育

委
員
会
と
協
議
し
予
算

編
成
の
指
示
を
し
た
。

設
置
の
今
後
の
予
定
は
、

11
月
に
エ
ア
コ
ン
の
実

施
設
計
を
発
注
し
た
い
。

工
事
費
の
予
算
は
、
12

月
の
議
会
で
補
正
予
算

を
計
上
し
、
本
年
度
内

に
工
事
発
注
を
す
る
よ

う
努
力
す
る
。

桜

井　

費
用
の
面
、

工
事
期
間
の
面
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
様
式
で
設

置
す
る
の
か
伺
う
。

町

長　

各
教
室
個
別

に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
方
式
が
最
も

効
率
が
良
い
と
考
え
て

い
る
。
設
計
者
の
意
見

も
聞
き
、
設
置
工
事
を

最
優
先
の
設
計
に
し
て

い
く
。

桜

井　

ゆ
と
り
教
育

か
ら
の
転
換
に
よ
り
、

教
科
書
は
分
厚
く
な
り

副
教
材
な
ど
も
多
様
化
。

子
ど
も
の
ラ
ン
ド
セ
ル

が
重
す
ぎ
、
成
長
途
上

の
児
童
の
体
に
過
剰
な

負
担
が
か
か
っ
て
い
る

と
懸
念
の
声
が
上
が
り
、

文
科
省
は
、
全
国
の
教

育
委
員
会
に
、
対
策
を

検
討
す
る
様
、
通
知
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
町

の
現
状
を
伺
う
。

教
育
長　

家
庭
科
、
音

楽
、
道
徳
の
教
科
書
、

絵
の
具
、
楽
器
等
は
常

時
学
校
に
置
い
て
お
く
。

翌
日
の
授
業
に
支
障
が

無
い
科
目
は
学
校
に
置

い
て
お
く
所
も
あ
る
が
、

主
要
科
目
の
教
科
書
は

原
則
持
ち
帰
っ
て
い
る
。

　

習
字
道
具
な
ど
習
い

事
を
し
て
い
る
児
童
は
、

個
人
の
判
断
で
持
ち
帰

る
な
ど
、
本
町
５
校
全

て
の
学
校
で
実
施
し
て

い
る
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
低
学
年
の
登
下

校
に
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
、
毎
月
の
町
校
長

会
で
協
議
し
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。

桜

井　

入
学
準
備
に

欠
か
せ
な
い
ラ
ン
ド
セ

ル
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
軽

い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
伺
う
。

町

長　

ラ
ン
ド
セ
ル

の
無
償
配
布
に
つ
い
て
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、

来
年
度
予
算
の
編
成
に

向
け
て
、
一
つ
の
検
討

課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

小中学校のエアコン設置
について
《町長》	本年度内に工事発注をするよう努力

する。桜
さく ら い

井　和
か ず こ

子　議員

ランドセルの中にはたくさんの教科書が

「
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
解
消
」
の
対
策
に
つ

い
て

《
教
育
長
》

毎
月
の
町
校
長
会
で
協
議
し
、
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

《
町
長
》

一
つ
の
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。
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猿

田　

公
共
下
水
道

の
進
捗
状
況
と
今
後
の

整
備
計
画
は
。

町

長　

那
珂
久
慈
流

域
公
共
下
水
道
は
、
昨

年
度
末
ま
で
に
３
５
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
整
備
さ

れ
、
処
理
区
域
内
の

７
，５
６
５
人
の
方
が
下

水
道
利
用
可
能
と
な
っ
た
。

　

増
井
一
区
の
整
備
は
、

４
年
間
で
整
備
目
標
の

約
９
割
が
進
捗
し
た
。

　

昨
年
度
、
下
水
道
審

議
会
に
整
備
の
あ
り
方

を
諮
問
し
、
増
井
地
区

の
未
整
備
区
域
及
び
磯

野
地
区
を
新
た
に
下
水

道
計
画
区
域
に
含
め
る

べ
き
と
本
年
２
月
に
答

申
を
い
た
だ
い
た
の
で

事
業
を
推
進
し
た
い
。

猿

田　

こ
れ
か
ら
の

予
定
は
。

町

長　

現
在
は
、
増

井
二
区
・
磯
野
区
ま
で

の
整
備
を
目
指
す
。
増

井
二
区
ま
で
の
整
備
目

標
を
平
成
35
年
と
定
め
、

猿
さ る た

田　正
ま さ ず み

純　議員

《町長》	下水道審議会の答申をいただいたの
で、事業を推進したい。

公共下水道の進捗状況と
今後の計画について

町
道
２
２
５
６
号
線
拡
張
工
事
の
要
望

書
に
つ
い
て

《
町
長
》

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

常
北
小
に
つ
い
て

（
学
童
保
育
の
環
境
が
悪
い
と
見
受
け
ら

れ
る
が
）

《
町
長
》

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
環
境
改
善
を
図

る
。

次
に
磯
野
区
に
入
る
予

定
。
来
年
度
か
ら
増
井

一
区
の
未
整
備
区
域
、

そ
れ
か
ら
増
井
二
区
に

向
け
て
２
，
１
７
０
メ

ー
ト
ル
の
下
水
道
整
備

を
行
う
。

猿

田　

町
道
２
２
５

６
号
線
県
道
石
塚
石
岡

線
の
関
根
地
区
か
ら
小

松
寺
ま
で
の
道
路
に
つ

い
て
区
長
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
道
路

の
危
険
性
に
つ
い
て
町

は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

町

長　

安
全
性
を
高

め
る
た
め
に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
数
十
メ
ー
ト
ル

設
置
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

猿

田　

ふ
れ
あ
い
の

里
、
ホ
ロ
ル
の
湯
へ
の

近
道
と
し
て
交
通
量
が

増
え
て
い
る
。
公
共
施

設
利
用
道
路
で
事
故
が

起
こ
る
前
に
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。

猿

田　

常
北
小
学
校

は
教
職
員
用
の
ト
イ
レ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の

考
え
は
。

町

長　

常
北
小
校
舎

は
昭
和
59
年
に
新
築
さ

れ
、
建
設
当
初
か
ら
職

員
用
ト
イ
レ
は
な
か
っ

た
。
私
も
学
校
で
確
認

し
た
。
ト
イ
レ
の
適
切

な
設
置
場
所
や
可
能
な

施
工
方
法
も
含
め
、
設

置
に
向
け
て
前
向
き
に

検
討
す
る
。

猿

田　

学
童
保
育
の

環
境
が
悪
い
と
見
受
け

ら
れ
る
が
、
検
討
委
員

会
の
立
ち
上
げ
の
進
め

方
は
。

町

長　

常
北
小
は
２

階
の
図
書
室
で
運
営
。

石
塚
小
も
老
朽
化
。
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
。
議
会
・
住

民
・
有
識
者
等
で
構
成
、

環
境
改
善
を
図
る
。

　

並
行
し
て
、
保
護
者

と
運
営
主
体
・
各
小
学

校
と
も
調
整
を
し
、
放

課
後
の
児
童
の
活
発
な

活
動
、
保
護
者
の
安
心

に
つ
な
が
る
運
営
に
努

め
る
。
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藤

咲　

東
海
第
二
原

発
安
全
対
策
首
長
会
議

で
30
キ
ロ
圏
内
の
８
自

治
体
が
、
協
定
に
よ
っ

て
再
稼
働
や
新
施
設
の

増
設
な
ど
重
要
事
項
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
る

権
利
を
も
て
る
協
定
を

結
ぶ
こ
と
に
合
意
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。
東
海

第
二
原
発
は
福
島
第
一

原
発
と
同
じ
沸
騰
水
型

炉
で
11
月
に
耐
用
年
数

40
年
を
迎
え
る
老
朽
原

発
。
30
キ
ロ
圏
内
に
は

96
万
人
が
暮
ら
し
て
い

る
。
過
酷
な
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
は
想
定
も

つ
か
な
い

ほ
ど
困
難

を
引
き
起

こ
す
。
福

島
県
民
の

６
万
人
余

が
今
で
も

避
難
生
活

を
余
儀
な

く
さ
れ
て

い
る
。

　

東
海
第
二
原
発
再
稼

働
の
必
然
性
は
な
い
。

電
力
も
足
り
て
い
る
。

住
民
を
守
る
た
め
廃
炉

に
向
け
町
長
の
反
対
表

明
の
決
断
を
求
め
る
。

町

長　

再
稼
働
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
と

聞
か
れ
れ
ば
、
再
稼
働

に
は
反
対
す
る
と
答
え

た
い
。
町
民
が
再
稼
働

に
賛
成
し
て
い
る
と
は

思
え
な
い
。
住
民
の
意

見
を
し
っ
か
り
と
映
す

市
町
村
長
と
し
て
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
反
対

を
表
明
す
る
。

藤

咲　

ま
ち
づ
く
り

の
根
幹
は
安
心
安
全
の

確
保
で
あ
る
。
医
療
施

設
の
な
い
町
は
考
え
ら

れ
な
い
。
旧
石
塚
駅
前

の
人
通
り
も
絶
え
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
し
て

い
る
状
況
は
深
刻
だ
。

身
近
な
医
療
機
関
の
建

設
を
求
め
る
。

　

多
く
の
町
民
が
求
め

て
い
る
の
は
、
入
院
施

設
が
あ
り
、
夜
間
救
急

も
対
応
で
き
る
小
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
病

気
や
け
が
に
対
応
が
で

き
る
病
院
で
あ
る
。
町

民
の
話
を
聞
い
て
き
た

が
、
み
な
さ
ん
同
じ
要

望
を
も
っ
て
い
た
。
地

域
に
根
差
し
た
地
域
の

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
な
入
院
施
設
、

病
気
や
け
が
に
対
応
で

き
る
施
設
の
あ
る
病
院

が
必
要
で
あ
る
。

町

長　

茨
城
県
の
地

域
医
療
構
想
に
お
い
て
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
診

療
所
の
範
囲
を
見
直
す

と
と
も
に
、
病
床
設
置

の
医
療
計
画
へ
の
記
載

が
不
要
と
さ

れ
た
。
そ
の

た
め
の
条
件

は
７
つ
の
う

ち
い
ず
れ
か

の
機
能
を
も

つ
医
療
機
関

で
あ
る
。
在

宅
療
養
支
援

診
療
所
の
機

能
や
急
変
時

の
入
院
患
者

の
受
け
入
れ

機
能
、
患
者

か
ら
の
電
話

に
常
時
対
応

で
き
る
機
能
、
在
宅
介

護
へ
の
受
け
渡
し
機
能

他
、
新
た
な
規
制
緩
和

の
制
度
の
活
用
も
検
討

し
な
が
ら
民
間
の
医
療

機
関
の
誘
致
を
目
指
し

た
い
。

《町長》	住民の意見をしっかりと映す市町村長とし
て、しっかりと受け止め反対を表明する。

東海第二原発再稼働に
ついて

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

病
院
建
設
に
つ
い
て

《
町
長
》

民
間
の
医
療
機
関
の
誘
致
を
目
指
し
た
い
。
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加
藤
木　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
受
け
入
れ
時
の

要
件
審
査
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
研
修
先
の
調
整
や

第
三
者
継
承
部
門
の
町

の
関
わ
り
方
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。
今
後

の
受
け
入
れ
計
画
は
あ

る
の
か
。

町

長　

都
市
部
よ
り

人
材
を
誘
致
し
、
書
類

審
査
面
接
に
よ
り
採
用

を
決
定
、
研
修
先
は
担

当
及
び
協
力
隊
が
調
整

を
行
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
者
継
承
部
門
に

つ
い
て
は
、
普
及
セ
ン

タ
ー
や
地
域
農
業
者
と

連
携
調
整
を
図
っ
て
い

く
。

　

今
後
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
確
実

に
就
農
が
見
込
め
る

よ
う
に
な
っ
た
後
、

検
討
し
た
い
。

加
藤
木　

第
三
者

継
承
部
門
に
和
牛
志

望
者
が
一
名
い
る

が
、
こ
の
地
域
の
伝
統

あ
る
和
牛
の
灯
を
消
さ

な
い
た
め
に
も
、
手
厚

い
支
援
の
出
来
る
政
策

が
必
要
だ
。
第
二
第
三

の
和
牛
の
新
規
就
農
に

期
待
す
る
。
ま
た
、
今

後
の
隊
員
受
け
入
れ
に

つ
い
て
も
前
向
き
に
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

町

長　

城
里
町
に
と

っ
て
、
和
牛
生
産
は
重

要
な
農
業
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

和
牛
新
規
就
農
者
が
定

着
す
る
様
努
力
し
た
い
。

ま
た
、
協
力
隊
の
継
続

的
受
け
入
れ
は
重
要
だ

と
思
う
。
受
け
入
れ
側

の
体
制
強
化
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

加
藤
木　

荒
廃
遊
休
農

地
が
増
え
、
有
効
な
利

用
実
績
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
改
正
農
業
委
員

会
法
が
施
行
さ
れ
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
ど

の
よ
う
な
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

町

長　

遊
休
農
地
解

消
の
た
め
の
県
補
助
が

最
終
年
に
な
る
が
、
農

業
委
員
会
と
連
絡
を
密

に
し
、
対
策
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
改
正
農

業
委
員
会
法
に
よ
る
質

問
だ
が
、
那
珂
西
地
区

の
一
部
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
畑
の
集
積
を
行

な
っ
て
い
る
。
新
た
に

設
置
さ
れ
た
推
進
員
制

度
の
効
果
で
あ
る
と
思

う
。
さ
ら
に
農
地
の
集

積
・
集
約
が
加
速
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

加
藤
木　

遊
休
農
地
解

消
の
県
補
助
が
最
終
年

と
の
事
だ
が
、
町
単
独

で
の
補
助
制
度
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

農
業
委
員
の
選
任
、
推

進
委
員
の
委
嘱
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

町

長　

遊
休
農
地
解

消
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
、
推
進
員
の

意
見
を
聞
き
、
検
討
し

た
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

農
業
委
員
及
び
推
進

員
の
選
任
・
委
嘱
に
つ

い
て
は
、
委
員
募
集
要

項
を
策
定
し
、
広
く
町

内
よ
り
募
集
し
た
。

地域おこし協力隊について

《町長》	今後の採用は、就農が見込めるように
なった後、検討したい。 加

か と う ぎ

藤木　直
ただし

　議員

荒
廃
遊
休
農
地
に
つ
い
て

《
町
長
》

農
業
委
員
・
推
進
員
の
意
見
を
聞
き
、
検
討
し
た
い
。

梨園の継承を目指す染矢協力隊員
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河
原
井　

城
里
町
給
食

完
全
無
料
化
で
注
目
さ

れ
て
い
る
中
で
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
調
理
現
場

の
実
情
と
し
て
、
夏
場

40
℃
湿
度
90
％
。
冬
場

で
は
３
℃
位
の
中
で
懸

命
に
給
食
の
調
理
を
さ

れ
て
い
る
。
具
体
的
に

調
理
職
員
の
適
正
な
人

員
の
配
置
と
確
保
、
労

動
環
境
の
改
善
、
老
朽

化
（
20
年
経
過
）
し
て
い

る
調
理
器
具
の
入
れ
替

え
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
対
し
て
の
対
応
は
。

町

長　

現
在
、
常
北

給
食
セ
ン
タ
ー
一
施
設

で
調
理
、
配
送
し
て
い

る
。
エ
ア
コ
ン
の
無
い

調
理
現
場
で
調
理
員
が

過
酷
な
労
動
環
境
で
仕

事
を
し
て
い
た
こ
と
は
、

事
実
で
あ
る
。
今
回
、

調
理
室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
の
為
、
補
正
予
算
を

計
上
し
た
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
調

理
員
２
名
が
不
足
し
て

い
る
。
欠
員
解
消
に
向

け
早
急
に
取
り
組
む
と

と
も
に
賃
金
見
直
し
を

河
か わ ら い

原井　大
だい す け

介　議員

《町長》	欠員解消に向け早急に取り組む。

学校給食センターについて
（調理職員の適正な人員配置を）

公
共
交
通
で
あ
る
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

（
石
塚
小
前
の
駐
輪
場
の
整
備
を
し
て
み
て
は
）

《
町
長
》

駐
輪
車
両
が
増
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
整
備
を

検
討
す
る
。

倒
木
処
理
に
つ
い
て

《
町
長
》

過
去
の
経
験
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

検
討
す
る
。
ま
た
、
老

朽
化
し
た
調
理
器
具
に

つ
い
て
は
、
計

画
的
に
更
新
し

て
い
く
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
開

始
時
に
、
保
護

者
と
個
別
面
談

し
、
学
校
や
医

療
機
関
の
指
導
を
受
け

対
応
し
て
い
る
。

河
原
井　

バ
ス
の
利
用

増
に
つ
い
て
、
現
在
、

石
塚
小
学
校
の
近
隣
の

道
路
の
拡
幅
工
事
に
合

わ
せ
て
、
利
用
者
の
多

い
石
塚
小
前
の
駐
輪
場

整
備
を
し
て
は
い
か
が

か
。
ま
た
、
高
齢
者
の

免
許
自
主
返
納
に
あ
た

り
何
ら
か
の
支
援
策
が

必
要
で
は
。

町

長　

駐
輪
車
両
が

今
後
も
増
え
る
よ
う
で

あ
れ
ば
駐
輪
場
の
整
備

を
検
討
す
る
。
高
齢
者

の
免
許
自
主
返
納
支
援

策
は
、
バ
ス
乗
車
券
や

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
一
回
限
り
支
給

し
て
い
る
。

河
原
井　

昨
今
の
自
然
災

害
、
台
風
等
に
よ
る
倒
木
に

よ
る
被
害
の
箇
所
や
過
去

に
倒
木
の
対
応
し
た
箇
所

に
つ
い
て
は
、
役
場
庁
内
全

体
で
常
に
把
握
で
き
る
よ

う
に
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
が
必
要
で
は
。
ま
た
、

森
林
機
能
回
復
整
備
事
業

（
茨
城
県
の
補
助
制
度
）
の

活
用
を
提
案
し
た
い
。

町

長　

町
と
し
て

は
、
危
険
箇
所
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
は
し
て
い

な
い
。
台
風
時
に
役
場

で
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
つ

く
り
、
過
去
の
経
験
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。

　

森
林
機
能
回
復
整
備
事

業
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

道
路
沿
い
で
該
当
す
る
森

林
で
あ
れ
ば
活
用
す
る
。

河
原
井　

昨
今
、
全
国

的
に
イ
ノ
シ
シ
等
の
被

害
が
増
加
し
て
い
る
が
、

那
珂
西
地
区
や
、
桂
小

学
校
等
、
民
家
の
庭
に

ま
で
出
没
す
る
中
で
喫

緊
の
課
題
と
し
て
議
論

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

具
体
的
に
有
害
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
に
対
し

て
、
充
実
し
た
支
援
策

（
弾
薬
、
ガ
ソ
リ
ン
代
等

へ
の
補
助
金
の
交
付
）

の
検
討
が
必
要
で
は
。

町

長　

有
害
鳥
獣
駆

除
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
相

談
し
な
が
ら
補
助
金
を

充
実
し
て
い
く
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
相
談
し
な

が
ら
補
助
金
を
充
実
し
て
い
く
。


